
補強コンクリートブロック造建物の耐震診断と耐震改修設計について 
   

 平成 25年 11月 
佐賀県建築物耐震性能判定特別委員会 

構造専門委員会 
  
補強コンクリートブロック造既存建物の耐震診断及び耐震改修設計を直接の対象として

公的機関等によって認定された基準・指針等は見当たらない。従って、耐震診断を行う場

合には、原則として下記の資料を参考として耐震診断を行うこと。 
「福岡県建築物耐震診断・耐震改修マニュアル（平成 25年改訂）」 
・資料１ 補強コンクリートブロック造の耐震診断法 
・資料２ 補足説明資料（参考）  
・資料３ 耐震改修方法について 
※上記資料による診断方法は、学校施設の比較的小規模な建物で平面的にも立面 
的にも形状が整形で、辺長比が小さい場合を対象とされている。従って、下記

の場合は、追加検討を行うこと。 
ａ.建物に突出部、くびれ等がある場合、耐力壁の配置に偏りがある場合には、
偏心率・剛重比は原則として計算によること。 

ｂ.平面形状・立面形状が整形でない場合、あるいは辺長比が 8 を超える場合に
は、原則としてゾーニングによる検討を追加すること。 

ｃ.地域係数Ｚ＝0.8以外を採用する場合は、診断者判断にて行うこと。 
      ※判定指標値Ｉsoは、「2001年版ＲＣ診断基準」の第１次診断法及び第２次 

診断法等を参考として実施してもよい。 
 
【現地調査について】 
 
Ⅰ.ＲＣ造耐震診断の一般的な現地調査を行うこと。 
 原則として「佐賀県耐震診断の手引き（平成 22年度版）」による。 
①ひび割れ調査 

  ・コンクリートブロック本体の斜めひび割れ、又は目地部モルタルのひび割れのみを 
考慮し、仕上げモルタルのひび割れと判断できるものは無視する。 

 ②コンクリートコア採取（圧縮強度試験、中性化試験） 
 ・原則として行わなくても良い。但し、外観検査にて著しい劣化等が見られる場合は、 

コンクリートコア圧縮強度試験及び中性化試験を行うこと。 
③躯体調査 
・臥梁寸法、壁厚 
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  ・躯体開口はＲＣ耐震診断同様、診断結果に大きく影響するため十分に調査し、軸組

図に全て記載すること。 
   ※200㎜角以下の小開口は無視してよい。 
 
Ⅱ. 構造図がある場合の現地調査について 
①.ブロック種別調査 
 ブロック種別については適切に判断する。 
・Ａ種として診断する場合は特に問題ない 
・Ｂ種として診断する場合は、シュミットハンマーテストを行う。 
 テスト結果の判定法については、低強度コンクリートではないことが判断できれば 
良いとする。 

・特別な調査結果が提示されない限り、Ｃ種と見做すことはない。 
  資料４ ブロック種別 
資料５ 補強コンクリートブロック造設計基準の変遷 

②鉄筋探査器による調査 
  ・耐力壁の縦筋、横筋の間隔測定及び縦筋の定着測定 

※各階方向毎に１箇所以上確認すること。 
  ・臥梁の主筋本数とあばら筋間隔測定 
   ※各階方向毎に代表的な梁１本以上確認すること。 
③はつりによる調査 ※探査器にて確認出来ればはつりを行わなくても良い。 

  ・耐力壁ブロック厚さの確認（150㎜以上必要） 
※各階方向毎に１箇所以上厚さ確認すること。 

  ・耐力壁の端部、Ｌ型及びＴ型交差部における現場打ちコンクリート有無の確認 
   （強度計算に影響） 
  ・耐力壁せん断補強筋及び曲げ補強筋の種別（丸鋼、異形鉄筋）及び鉄筋径の確認 
  ・鉄筋径測定 
   ※臥梁の鉄筋種別（丸鋼、異形鉄筋）の確認と鉄筋径の測定 
  ・耐力壁端部の縦筋と横筋の交差状況の調査 
   ※180°フック、直交壁への定着 
   ※定着方法の不具合や台直しは経年指標Ｔにて考慮する。 
 
Ⅲ. 構造図がない場合の現地調査について 
  ①構造図がある場合の現地調査方法を参考とし、十分な調査を行って構造図を復元す

ること。 
  ②はつりによる臥梁配筋調査は 1箇所以上とする。 

③掘削調査を行い基礎の形状寸法を測定すること。 
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福岡県建築物耐震評価委員会
「福岡県建築物耐震診断・耐震改修マニュアル（平成25年改訂）」抜粋

資料１　補強コンクリートブロック造の耐震診断方法
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　　　福岡県建築物耐震評価委員会
　　「福岡県建築物耐震診断・耐震改修マニュアル（平成25年改訂）」
     　　　　　　　　　　　　　　　　　　講習会補足説明資料抜粋

資料２　補足説明資料（参考）
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資料3　耐震改修方法について

福岡県建築物耐震評価委員会
「福岡県建築物耐震診断・耐震改修マニュアル（平成25年改訂）」抜粋
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資料４　ブロック種別

「既存補強コンクリートブロック造　学校建物の耐力度測定方法」抜粋
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「既存補強コンクリートブロック造　学校建物の耐力度測定方法」抜粋

資料５　補強コンクリートブロック造設計基準の変遷
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